
（
一
社
）高
山
市
文
化
協
会 

　
　 

会
長
　
河
渡
正
暁

文
化
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

年
頭
の

ご
挨
拶

　

市
民
な
ら
び
に
会
員
の
皆
様
、

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

天
皇
陛
下
は
、
令
和
六
年
一

月
十
九
日
の
歌
会
始
の
儀
で
、

「
を
ち
こ
ち
の
旅
路
に
会
え
る

人
々
の
笑
顔
を
見
れ
ば
心
和
み

ぬ
」
と
詠
ま
れ
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
が
終
息
し
、
平
和
が
訪
れ
、

和
や
か
な
生
活
と
暮
ら
し
が
平

生
に
な
る
こ
と
を
願
う
歌
で
す
。

　

正
に
高
山
市
内
は
、
外
国
人

や
国
内
の
観
光
客
で
賑
わ
い
と

気
力
が
漲

み
な
ぎ

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

各
文
化
団
体
を
は
じ
め
、
様
々

な
グ
ル
ー
プ
や
団
体
の
文
化
会

館
の
利
用
者
が
非
常
に
多
く
な

っ
て
お
り
、
当
協
会
で
主
催
し

て
い
る
初
心
者
講
座
も
、
昨
年

あ
た
り
か
ら
一
段
と
応
募
が
増

え
ま
し
た
。
市
民
の
皆
様
は
、

自
由
な
学
び
の
世
界
を
求
め
て
、

生
涯
学
習
に
勤
し
ん
で
い
ま
す
。

　

令
和
五
年
か
ら
六
年
に
か
け

て
は
、
小
中
学
校
や
文
化
団
体

の
周
年
行
事
が
目
白
押
し
で
、

私
も
多
数
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
式
典
で
掲
げ

ら
れ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
多
く
は

『
温
故
知
新
』
で
し
た
。

　

私
は
会
長
就
任
の
と
き
、
高

山
市
文
化
協
会
の
指
針
に
『
温

故
知
新
』
を
掲
げ
ま
し
た
。「
故

き
を
温
ね
て
新
し
き
を
知
れ
ば
、

以
て
師
と
為
る
べ
し
」（
出
典
：

論
語
為
政
）
と
は
、
過
去
の
モ

ノ
・
コ
ト
を
研
究
し
吟
味
す
れ

ば
、
そ
こ
か
ら
高
度
な
境
地
に

到
達
で
き
、
新
し
い
知
恵
や
技

が
生
ま
れ
る
こ
と
だ
と
考
え
て

い
る
か
ら
で
す
。

　

福
沢
諭
吉
は
『
学
問
ノ
ス
ス

メ
』
の
中
で
、「
専
ら
勤
し
む

べ
き
道
は
人
間
普
通
日
用
に
近

き
実
学
な
り
」
と
説
き
、
ま
た

裏
千
家
茶
道
家
元
の
千
宗
室
氏

は
、「
長
く
続
い
て
き
て
い
る
も

の
を
知
り
、
学
ぶ
こ
と
が
「
稽

古
」で
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て「
今
」

が
見
え
て
き
ま
す
」
と
述
べ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
「
稽
古
」
と
い
う
言
葉
は
、

『
曰え

つ
じ
ゃ
く
け
い
こ

若
稽
古
』（
こ
こ
に
し
た
が

い
て
い
に
し
え
を
か
ん
が
え
る
）

（
出
典
：
書
経
）
か
ら
来
て
い
る

と
言
わ
れ
て
お
り
、つ
ま
り
日
々

修
行
に
励
み
、
古
書
を
読
み
、

そ
こ
か
ら
先
人
の
教
え
を
学
ぶ

こ
と
で
す
。

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
文
化
を

高
め
る
こ
と
は
、
高
山
市
が
伝

統
文
化
を
継
承
す
る
国
際
都
市

を
目
指
す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。SD

Gs

の
十
七
の
目
標
の

中
の
十
一
番
目
に
、「
住
み
続

け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
が
あ

り
ま
す
。
豊
か
な
自
然
と
伝
統

文
化
は
、
未
来
の
子
供
た
ち
へ

の
宝
で
す
。

　

高
山
市
文
化
協
会
は
、
心
と

技
の
力
で
、
文
化
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
を
誓

い
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

一般社団法人 発行高山市文化協会
高山市昭和町1-188-1　高山市民文化会館内　Tel.0577-34-6550　Fax.0577-34-6877

文化情報番組「すばらしき文化の和」　HitsFM（76.5MHz）金曜午後１時30分より放送中
メール●mail@takayama-bunka.org　ホームページ●httpｓ://takayama-bunka.org
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（旧 Twitter）

江馬 修（えまなかし）明治22～昭和50

上京し田山花袋の門に入る。大正5年の長編『受
難者』がベストセラー。関東大震災を経て社会
主義に関心を持ちマルクス主義に傾倒。思想弾
圧により飛騨へ帰り、代表作となる長編『山の
民』を執筆する。戦後、再度上京し『本郷村善九
郎』などを発表。

小説家、思想家

/ 
飛
騨
の
文
豪
シ
リ
ー
ズ / 

（
一
社
）高
山
市
文
化
協
会
加
盟
団
体

文
化
協
会
後
援
催
事
案
内

ヤ
マ
ハ
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル

コ
サ
カ
楽
器
選
考
会

◇
日
時　

一
月
十
八
日
（
土
）
午

　

前
十
時
二
十
分
～

◇
会
場　

文
化
会
館 

小
ホ
ー
ル

　

午
前 

幼
児
、
B
部
門
／
午
後

　

A
、
B
、
C
部
門

◇
入
場
無
料

高
山
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
講
演
会

「
ご
家
庭
で
楽
し
む
子
ど
も
の
た

め
の
音
楽
」
講
師
：
青
島
広
志
氏

◇
日
時　

一
月
十
九
日
（
日
）
午

　

後
二
時
～

◇
会
場　

文
化
会
館 

小
ホ
ー
ル

◇
入
場
無
料

文化功労者を顕彰

高山市文化協会では、永年に亘り郷土の文化振興とその発展
に寄与された方を顕彰しています。本年は個人1名と1団体を1月
1日の新年市民互礼会にて表彰します。（敬称略・順不同）

永年に亘り、邦楽の指導と演
奏を通じて地域の文化振興
に大きく貢献されたその功績。

小
瀬
節
子

（
七
十
九
歳
）

生田流箏曲 瀬音会 会主

江
名
子

バ
ン
ド
リ

保
存
会

（
平
成
五
年
設
立
）

江戸時代から続く江名子バン
ドリの製作技術を継承するた
め活動されてきたその功績。

国指定重要無形民俗文化財

（一社）高山市文化協会  tel.0577-34-6550

●各種特典ございます。詳しくは、お問い合わせください。

個人 4,000円、団体 7,000円、賛助（企業） 12,000円

高山市文化協会賛助会員 文化協会の活動を支えていただいている法人等です。ご支援ありがとうございます。 

会員募集しています！

年会費

お申込み先

高山市文化協会は、芸術・学術の普及と向上に関する事業を実施し、会員の皆
様とともに地域の文化振興と発展に寄与することを目的として設立されている一
般社団法人です。ぜひご入会していただき、高山の文化を応援してください。

株式会社 伊千呂
株式会社 伊藤薬局
株式会社 岩佐鐵工所
打保法律事務所
株式会社 打保屋
エンジェルムーン クリスタルフィットネススタジオ・ズンバチーム
遠藤隆浩税理士事務所
株式会社 大垣共立銀行
柏木工 株式会社
株式会社 栗本生花店
有限会社 コサカ楽器
阪下法律事務所
山都印刷 株式会社
株式会社 三礼
株式会社 十六銀行 高山支店
株式会社 松華堂文具店
新興自動車 株式会社
崇教 眞光
株式会社 洲さき
株式会社 スズキ薬局
特定医療法人生仁会 須田病院
株式会社 駿河屋魚一
株式会社 瀬木油店
株式会社 第一産業高山本店

高山金融協会
株式会社 高山グリーンホテル
高山市商店街振興組合連合会
株式会社 高山市民時報社
高山信用金庫
高山米穀協業組合
高山祭屋台保存技術協同組合
田中勝彦税理士事務所
株式会社 たびの恵み
株式会社 中日AVシステム 飛騨営業所
中部電力パワーグリッド（株） 高山支社
株式会社 トーエネック 高山営業所
なべかま

株式会社 鍋島商店
二木酒造 株式会社
株式会社 二反田工務店
日進木工 株式会社
株式会社 丹生川観光
濃飛乗合自動車 株式会社
株式会社 挾土組
飛騨印刷 株式会社
飛騨会計事務所
飛騨建設 株式会社
飛騨産業 株式会社

ヒダシキ 株式会社
飛騨信用組合
斐太ネクスト 株式会社

（一社）飛騨・高山観光コンベンション協会
飛騨高山森林組合
株式会社 飛騨庭石
株式会社 ひだホテルプラザ
飛騨酪農農業協同組合
飛騨冷凍空調 株式会社
飛雄建設 株式会社
有限会社 平瀬酒造店
有限会社 フジ企画広告事務所
ブレーン企画 株式会社
平和メディク 株式会社

株式会社 ペガサスseiso
保険タイム 株式会社
前越路子税理士事務所
株式会社 丸進工機
丸仲建設 株式会社
有限会社 丸山建築
株式会社 みの谷
名鉄観光サービス 株式会社 高山営業所
有限会社 モーツァルト
有限会社 モンビル
有限会社 ゆはら染工
有限会社 脇陣

（50音順、敬称略）

高山市民文化会館 小ホール
午後1時開演ー午後8時2 23 日

入場無料（出入り自由）

冬
の
寒
さ
を
ぶ
っ
飛
ば
せ
！

飛
騨
地
域
の
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
が
一
堂
に
集
ま
り
、

雪
を
溶
か
す
よ
う
な
熱
い
演
奏
を
繰
り
広
げ
る
。

コ
タ
ツ
に
入
っ
て
ぬ
く
ぬ
く
す
る
の
も
良
い
け
ど
、

熱
い
演
奏
で
魂
か
ら
暖
め
よ
う
！

〈音フェス参加バンド〉

PJY
Kamloops
南風
遊鳥
Stereo symphony
あろえなじー
3 バース
Iris （アイリス）

そしゃ、
 やってみんか
　音フェス

� � � � � �
� � � � � � �  � � �

そしゃ、
 やってみんか
　音フェス

キッチンカーも
来るヨ！



「昭和・平成を駆け抜けた父」
山腰 曠

ひろし

山腰 進

86

◎
一
般
の
部
　
課
題
歌
「
月
」　
　
　
　
　

雁
部
貞
夫
選

　
　
　
　
　

滑
落
し
動
か
ぬ
邦
人
登
山
家
を
夜
毎
照
ら
す
か
カ
ラ
コ

　
　
　
　
　

ル
ム
の
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

　
　
鶴
見　

輝
子

　
　
　
　
　

Ｋ
２
に
永
遠
に
と
ど
ま
る
登
山
家
に
冴
え
冴
え
響
く
月

　
　
　
　
　

の
ラ
ラ
バ
イ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

中
島　

芳
子

互
選
一
席　

鍵
盤
を
皺
深
き
指
の
滑
り
ゆ
く
フ
ジ
コ
ヘ
ミ
ン
グ
の
「
月

　
　
　
　
　

光
」
は
冴
ゆ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木　

真
知
子

互
選
二
席　

不
登
校
の
児
ら
と
作
り
し
お
月
見
の
団
子
に
ね
が
う

　
　
　
　
　
一ひ

と
よ夜

の
和
み　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　

　

谷
口　

茂
雄

　
　
　
　
　

滑
落
し
動
か
ぬ
邦
人
登
山
家
を
夜
毎
照
ら
す
か
カ
ラ
コ

　
　
　
　
　
ル
ム
の
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶴
見　

輝
子

◎
一
般
の
部
　
自
由
歌

雁
部
貞
夫
選

　
　

　
　

未
来
へ
も
過
去
へ
も
行
け
る
恋
も
す
る
三
十
一
文
字
の

　
　
　
　
　
旅
果
て
し
な
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
尾　

幸
子

　
　
　
　
　

天
を
衝
く
ヒ
ノ
キ
の
美
林
気
は
澄
み
て
天
保
時
代
の
ざ

　
　
　
　
　

わ
め
き
届
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　

彰

互
選
一
席　

腕
い
っ
ぱ
い
広
げ
し
タ
オ
ル
に
風
呂
あ
が
り
の
四
・
七
キ

　
　
　
　
　

ロ
し
か
と
受
け
止
む　
　
　
　
　
　
　

横
山　

美
保
子

互
選
二
席　

形
見
な
る
衣
に
残
る
し
つ
け
糸
ほ
ど
よ
き
緩
さ
の
母
の

　
　
　
　
　

子
育
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
熊
崎　

佐
千
子

互
選
三
席　

近
況
を
語
れ
る
吾
に
旧
友
は
句
読
点
打
つ
や
う
に
う
な

　
　
　
　
　

づ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
倉
坪　

芳
江

◎
高
校
生
の
部
　
課
題
歌
「
月
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桐
山
吾
朗
選

第
一
席　
　
ま
だ
恋
を
知
ら
ぬ
一
口 

照
ら
す
よ
う
春
色
の
月
テ
ィ
カ
ッ
プ

　
　
　
　
　

に
揺
れ　
　
　
　

飛
騨
神
岡
高
等
学
校　

三
年　

井
上　

歩
香

◎
一
般
の
部
　
兼
題
句「
芭
蕉
忌
」

大
野
鵠
士
選

芭
蕉
忌
や
虫
が
当
た
り
て
日
の

障
子　
　
　
　
　

山
本　

史
子

尼
寺
に
一
門
集
ひ
桃
青
忌

　
　
　
　
　
　
　
　

楢
本　

洋
子

芭
蕉
忌
や
棹
ご
と
お
ち
る
渡
り
鳥

　
　
　
　
　
　

吉
田　

紀
美
子

互
選
一
席

時
雨
忌
や
軒
下
少
し
ゆ
づ
り
あ
ふ

　
　
　
　
　
　
　

徳
島　

ふ
み
子

互
選
二
席

芭
蕉
忌
や
小
さ
き
罅ひ

び

あ
る
く
い

な
笛　
　
　
　
　

山
崎　

元
宏

互
選
三
席

芭
蕉
忌
や
彩
雲
誘
ふ
旅
心

　
　
　
　
　
　
　
　

大
滝　

篤
子

通
ら
ね
ば
道
も
途
絶
へ
し
芭
蕉

の
忌　
　
　
　
　

田
村　

喜
栄

芭
蕉
忌
の
風
の
こ
ゑ
き
く
大
枯

野　
　
　
　
　

役
田　

八
重
子

◎
一
般
の
部
　
当
季
雑
詠
句（
秋
・
冬
）

大
野
鵠
士
選

僧
の
説
く
娑
婆
よ
浄
土
よ
曼
珠

沙
華　
　
　
　
　

柴
田　

恭
子

手
の
平
を
返
し
て
今
朝
の
風
ぞ

秋　
　
　
　
　
　

田
村　

喜
栄

翅
崩
れ
草
間
に
沈
む
冬
の
蝶

　
　
　
　
　
　
　

竹
本　

か
ほ
る

互
選
一
席

つ
く
ば
い
の
石
噛
み
て
ゐ
る
秋

茜　
　
　
　
　

長
瀬　

理
々
子

互
選
二
席

た
わ
い
な
き
母
と
の
会
話
栗

を
剥
く　
　
　

横
山　

美
保
子

互
選
三
席

襟
巻
を
膝
に
下
ろ
し
て
法
話

き
く　
　
　
　
　

山
下　

子
紀

◎
高
校
生
の
部
　
当
季
雑
詠
句（
秋
・
冬
）

飛
驒
俳
句
会
代
表
　
伊
藤
浩
子
選

　
　

吉
城
高
等
学
校

就
活
や
兄
の
背
中
は
秋
時
雨

　
　
　
　

二
年　

益
田　

侑
英

茶
碗
蒸
し
銀
杏
な
し
は
わ
た

し
用　
　

一
年　

森
本　

真
帆

顔
見
え
ず
会
話
で
終
わ
る
道

の
秋　

一
年　

佐
藤　

芙
有
佳

　
　

飛
騨
神
岡
高
等
学
校

ぽ
つ
ぽ
つ
と
母
の
小
言
と
秋

時
雨　
　

二
年　

濵
本　

小
羽

　
　
　
　
　
　
　
　

「
岡
目
一
目
」

　

清
少
納
言
は「
春
は
あ
け
ぼ
の
」

と
言
っ
た
け
れ
ど
、
高
山
は
「
上

三
之
町
も
あ
け
ぼ
の
」
と
言
い
た

い
。「
や
う
や
う
白
く
な
り
ゆ
く

山
ぎ
は
少
し
明
か
り
て
」
の
朝
、

家
々
の
軒
下
に
昔
な
が
ら
の
電
灯

が
優
し
く
光
る
。

　

早
起
き
し
て
観
光
客
や
市
民
が

チ
ラ
ホ
ラ
と
歩
い
て
い
る
だ
け

で
、
日
中
の
ご
っ
た
返
す
人
波
が

嘘
の
よ
う
で
心
休
ま
る
。

　

上
三
之
町
の
奇
蹟
と
で
も
言
お

う
か
、
周
辺
の
景
色
が
激
変
し
て

い
く
中
で
、
よ
く
昔
の
ま
ま
に
残

し
続
け
て
い
る
と
感
心
す
る
。
木

造
の
街
並
の
美
し
さ
。

　

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
も
の

す
ご
い
数
の
観
光
客
が
訪
れ
る
観

光
ブ
ラ
ン
ド
地
、
高
山
。
ど
ん
ど

ん
お
金
を
落
と
し
て
い
っ
て
欲
し

い
。
市
の
税
収
も
上
が
る
し
雇
用

も
景
気
も
良
く
な
る
。

　

だ
か
ら
こ
そ
守
り
残
す
べ
き
宝

物
の
景
色
が
あ
る
。
上
三
之
町
の

あ
け
ぼ
の
を
新
年
の
光
の
中
で
見

直
し
た
い
。

　

飛
騨
に
は
昔
か
ら
「
相
場
崩

し
」と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
社
会
、

集
団
の
秩
序
や
方
針
に
協
調
せ
ず

勝
手
な
行
動
を
す
る
こ
と
、
又
そ

の
人
（
岩
島
周
一
著
『
飛
騨
の
方

言
』）、
と
あ
る
。

　

相
場
崩
し
は
ど
こ
に
も
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
〈
ガ
ン
モ
ン
モ
筆
〉

和
柄
を
つ
か
っ
て
ア
ー
ト
し
ち
ゃ

お
う
！

八
月
八
日
～
九
日
開
催

　

日
本
の
伝
統
柄
を
ラ
ン
チ
ョ
ン

マ
ッ
ト
と
ガ
ラ
ス
ボ
ト
ル
に
写

し
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る

作
品
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

も
に
、
た
い
へ
ん
あ
り
が
た
く
心

か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

＊

　

父
は
、大
正
十
五
年
一
月
十
日
、

旧
宮
村
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
生
家

は
貧
し
い
分
家
の
小
作
農
で
、
尋

常
小
学
校
し
か
行
か
せ
て
も
ら
え

な
か
っ
た
と
よ
く
話
し
て
い
ま
し

た
。
私
に
大
学
ま
で
進
む
こ
と
を

許
し
て
く
れ
た
の
は
、
そ
ん
な
悔

し
い
思
い
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思

い
ま
す
。
父
は
、
小
さ
い
時
か
ら

家
の
農
作
業
や
炭
焼
き
な
ど
に
祖

父
と
従
事
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

や
が
て
太
平
洋
戦
争
が
始
ま

り
、
昭
和
二
十
年
に
十
九
歳
で
海

軍
に
招
集
さ
れ
、
広
島
ま
で
行
っ

た
と
こ
ろ
で
終
戦
を
迎
え
ま
し

た
。
原
爆
の
直
接
的
な
影
響
は
受

け
な
か
っ
た
も
の
の
、
当
時
は
広

島
市
の
近
く
に
い
た
よ
う
で
す
。

　

戦
後
は
地
元
で
農
林
業
に
勤
し

み
、
営
林
署
で
仕
事
を
し
た
り
、

土
建
会
社
に
勤
め
た
り
し
て
い
ま

し
た
。
父
は
、
昔
か
ら
各
家
に
つ

け
ら
れ
て
い
た
屋
号
を
は
じ
め
、

林
業
を
通
し
て
得
た
巨
木
の
位
置

や
木
材
の
運
搬
に
関
す
る
知
識
な

ど
、
地
元
の
民
俗
・
歴
史
等
に
つ

い
て
よ
く
知
っ
て
い
ま
し
た
。
昭

和
初
期
か
ら
平
成
に
至
る
ま
で
、

お
月
見
歌
会 

入
選
歌
発
表

令
和
六
年
度 

道
伝
え
の
日

芭
蕉
忌
句
会 

入
賞
句
発
表

令
和
六
年
度 

道
伝
え
の
日

　

令
和
六
年
十
月
六
日
か
ら
十
九

日
ま
で
、
一
之
宮
町
に
あ
る
「
位

山
交
流
館
」
に
お
い
て
、
父
・
曠

の
遺
作
展
を
開
催
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
平
成
二
十
九
年
の
父
の

死
後
、
何
度
か
計
画
さ
れ
ま
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
日
程
が
度
々
延

期
さ
れ
、
よ
う
や
く
開
催
に
至
り

ま
し
た
。

　

父
の
死
か
ら
七
年
が
経
ち
、
作

品
の
所
有
者
の
中
に
は
お
亡
く
な

り
に
な
ら
れ
た
方
も
い
て
、
作
品

が
集
ま
る
か
不
安
で
し
た
が
、
ど

れ
も
丁
寧
に
保
存
さ
れ
て
お
り
、

六
十
点
余
り
の
作
品
を
展
示
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
期
間
中
の

来
場
者
は
四
百
名
を
超
え
、
父
と

の
思
い
出
を
語
ら
れ
る
方
や
何
度

も
足
を
運
ば
れ
る
方
も
い
て
、
皆

さ
ん
に
支
え
ら
れ
た
人
生
で
あ
っ

た
こ
と
を
改
め
て
実
感
す
る
と
と

企画展で展示された作品「萬開」

ランチョンマット製作

奈落の底で

ガラスボトル製作

金箔ボトル製作中

山腰曠さんを偲ぶ企画展（位山交流館）

戦
争
や
農
林
業
、
会
社
員
な
ど
多

く
の
経
験
を
し
た
か
ら
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
村
内
の
会
社
に
勤

め
て
い
た
五
十
四
歳
の
時
、
産
業

事
故
に
遭
い
、
右
腕
を
失
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

驚
い
た
の
は
、
手
術
の
翌
日
に

早
々
と
左
手
で
字
の
練
習
を
始
め

た
こ
と
で
す
。
そ
の
後
、
水
墨
画

に
出
会
い
、
六
十
五
歳
頃
か
ら
は

日
本
画
を
始
め
ま
し
た
。
特
に
、

「
臥
龍
桜
」
を
中
心
に
描
い
て
い

ま
し
た
。
樹
齢
千
年
を
超
え
る
臥

龍
桜
は
、台
風
で
枝
が
折
れ
て
も
、

残
っ
た
枝
か
ら
ま
た
花
が
咲
き
ま

す
。
そ
の
生
き
様
を
自
分
の
人
生

と
重
ね
合
わ
せ
て
い
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

尋
常
小
学
校
五
年
生
の
時
、
習

字
で
「
な
せ
ば
な
る 

な
さ
ね
ば

な
ら
ぬ
何
事
も 

な
ら
ぬ
は
人
の

な
さ
ぬ
な
り
け
り
」
と
書
い
て
い

ま
す
。
そ
の
時
代
の
影
響
も
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
当
時
の
父
の
揺

る
ぎ
な
い
志
が
偲
ば
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

＊

　

農
作
業
で
疲
れ
て

い
て
も
、
夜
遅
く
ま

で
描
画
し
て
い
た
姿

を
よ
く
覚
え
て
い
ま

す
。
精
力
的
に
作
品

の
制
作
に
励
み
、
県

展
や
市
展
の
ほ
か
、

臥
龍
桜
日
本
画
大
賞

展
、
サ
ロ
ン
デ
ボ
ザ

ー
ル
展
な
ど
に
出
品

し
、
各
種
の
賞
や
、

高
山
市
文
化
協
会
功

労
顕
彰
者
表
彰
な
ど

を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

絵
画
以
外
に
も
、
民
俗
・
歴
史

等
の
様
々
な
分
野
に
興
味
や
関
心

を
持
ち
、
ま
た
、
地
域
の
事
に
も

熱
心
に
取
り
組
み
、
旧
宮
村
の
村

議
会
議
員
を
は
じ
め
、
教
育
委
員

や
文
化
協
会
長
も
務
め
ま
し
た
。

家
の
田
畑
作
業
で
は
、
片
腕
が
無

い
こ
と
を
感
じ
さ
せ
な
い
ほ
ど
普

通
に
機
械
を
操
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
失
っ
た
右
腕
に
つ
い
て

は
「
感
覚
的
に
あ
る
よ
う
な
気
が

す
る
」「
天
候
が
悪
く
な
る
と
傷

口
が
痛
む
」
な
ど
と
よ
く
語
っ
て

い
ま
し
た
。

　

リ
ン
パ
腫
と
診
断
を
受
け
て
入

院
し
て
い
た
病
院
で
症
状
が
急
変

し
、
平
成
二
十
九
年
五
月
六
日
、

静
か
に
永
眠
し
ま
し
た
。
そ
の
日

は
、
水
無
神
社
の
大
祭
の
最
終
日

で
も
あ
り
ま
し
た
。
享
年
九
十
二

歳
。
苦
し
い
生
活
を
体
験
し
、
戦

争
と
平
和
を
経
て
、
産
業
が
発
展

し
た
昭
和
か
ら
平
成
に
か
け
て
の

激
動
の
時
代
を
強
い
意
志
を
持
っ

て
駆
け
抜
け
た
人
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

第
二
席　
　
毎
月
窓
に
昇
り
く
る
十
五
夜
を
ベ
ッ
ド
か
ら
追
う
僕
の　

　
　
　
　
　

か
ぐ
や
姫
　
　
　

吉
城
高
等
学
校　

一
年　

清
水　

雷
馬

第
三
席　
　
「
月
に
ま
で
笑
わ
れ
て
る
な
」
と
自
嘲
す
る 

行
く
先
な
ん
て　

　
　
　
　
　

分
か
ら
ぬ
宵
闇　

吉
城
高
等
学
校　

一
年　

上
谷　

紗
希

こどもこども
夢創造夢創造
事　業事　業

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
バ
ッ
ク
ス
テ

ー
ジ
ツ
ア
ー
と
タ
ン
ブ
ラ
ー
金
箔

貼
り
体
験

十
一
月
三
十
日
開
催

　

バ
ス
で
金
沢
ま
で
出
か
け
、
石

川
県
立
音
楽
堂
及
び
邦
楽
堂
の
バ

ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
ツ
ア
ー
と
タ
ン
ブ

ラ
ー
へ
の
金
箔
貼
り
を
体
験
し
ま

し
た
。

　

ホ
ー
ル
で
は
舞
台
に
上
が
り
出

演
者
の
気
分
を
味
わ
い
、
舞
台
の

奈
落
に
降
り
た
り
、
パ
イ
プ
オ
ル

ガ
ン
の
音
色
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

場所 高山市民文化会館　3階講堂
       ● 一般の部 ●ヤングチャレンジ部門

午前10時～午後5時（最終日は午後4時まで）

金 日日時 1月17日　～19日

入場
無料

令和7年 新春

― テーマ―

干支の「巳」と
歌会始のお題「夢」

昨
年
の
干
支
「
辰
」

 

天
位
「
竜
」

昨
年
の
歌
会
始
お
題
「
和
」 

天
位
「
和
琴
」

主催　高山市/（一社）高山市文化協会　
共催   高山「飾り物保存会」

十
月
七
日
～
九
日
開
催

　

一
昨
年
か
ら
各
小
学
校
を
回
っ

て
開
催
し
て
い
る
「
青
島
広
志
の

お
し
ゃ
べ
り
音
楽
会
」
も
、
今
年

で
全
地
域
を
回
り
終
え
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
北
・
山
王
・
西
・
江

名
子
・
岩
滝
・
東
・
丹
生
川
の
各

学
校
を
巡
り
、
約
千
八
百
名
の
児

童
に
鑑
賞
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

青
島
先
生
に
は
、
一
月
十
九
日

に
開
催
す
る
市
民
憲
章
推
進
協
議

会
の
文
化
講
演
会
に
お
い
て
、
こ

の
音
楽
会
の
様
子
な
ど
を
語
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

小
学
校
芸
術
鑑
賞
事
業（
音
楽
）を
開
催



（
一
社
）高
山
市
文
化
協
会 

　
　 

会
長
　
河
渡
正
暁

文
化
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

年
頭
の

ご
挨
拶

　

市
民
な
ら
び
に
会
員
の
皆
様
、

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

天
皇
陛
下
は
、
令
和
六
年
一

月
十
九
日
の
歌
会
始
の
儀
で
、

「
を
ち
こ
ち
の
旅
路
に
会
え
る

人
々
の
笑
顔
を
見
れ
ば
心
和
み

ぬ
」
と
詠
ま
れ
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
が
終
息
し
、
平
和
が
訪
れ
、

和
や
か
な
生
活
と
暮
ら
し
が
平

生
に
な
る
こ
と
を
願
う
歌
で
す
。

　

正
に
高
山
市
内
は
、
外
国
人

や
国
内
の
観
光
客
で
賑
わ
い
と

気
力
が
漲

み
な
ぎ

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

各
文
化
団
体
を
は
じ
め
、
様
々

な
グ
ル
ー
プ
や
団
体
の
文
化
会

館
の
利
用
者
が
非
常
に
多
く
な

っ
て
お
り
、
当
協
会
で
主
催
し

て
い
る
初
心
者
講
座
も
、
昨
年

あ
た
り
か
ら
一
段
と
応
募
が
増

え
ま
し
た
。
市
民
の
皆
様
は
、

自
由
な
学
び
の
世
界
を
求
め
て
、

生
涯
学
習
に
勤
し
ん
で
い
ま
す
。

　

令
和
五
年
か
ら
六
年
に
か
け

て
は
、
小
中
学
校
や
文
化
団
体

の
周
年
行
事
が
目
白
押
し
で
、

私
も
多
数
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
式
典
で
掲
げ

ら
れ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
多
く
は

『
温
故
知
新
』
で
し
た
。

　

私
は
会
長
就
任
の
と
き
、
高

山
市
文
化
協
会
の
指
針
に
『
温

故
知
新
』
を
掲
げ
ま
し
た
。「
故

き
を
温
ね
て
新
し
き
を
知
れ
ば
、

以
て
師
と
為
る
べ
し
」（
出
典
：

論
語
為
政
）
と
は
、
過
去
の
モ

ノ
・
コ
ト
を
研
究
し
吟
味
す
れ

ば
、
そ
こ
か
ら
高
度
な
境
地
に

到
達
で
き
、
新
し
い
知
恵
や
技

が
生
ま
れ
る
こ
と
だ
と
考
え
て

い
る
か
ら
で
す
。

　

福
沢
諭
吉
は
『
学
問
ノ
ス
ス

メ
』
の
中
で
、「
専
ら
勤
し
む

べ
き
道
は
人
間
普
通
日
用
に
近

き
実
学
な
り
」
と
説
き
、
ま
た

裏
千
家
茶
道
家
元
の
千
宗
室
氏

は
、「
長
く
続
い
て
き
て
い
る
も

の
を
知
り
、
学
ぶ
こ
と
が
「
稽

古
」で
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て「
今
」

が
見
え
て
き
ま
す
」
と
述
べ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
「
稽
古
」
と
い
う
言
葉
は
、

『
曰え

つ
じ
ゃ
く
け
い
こ

若
稽
古
』（
こ
こ
に
し
た
が

い
て
い
に
し
え
を
か
ん
が
え
る
）

（
出
典
：
書
経
）
か
ら
来
て
い
る

と
言
わ
れ
て
お
り
、つ
ま
り
日
々

修
行
に
励
み
、
古
書
を
読
み
、

そ
こ
か
ら
先
人
の
教
え
を
学
ぶ

こ
と
で
す
。

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
文
化
を

高
め
る
こ
と
は
、
高
山
市
が
伝

統
文
化
を
継
承
す
る
国
際
都
市

を
目
指
す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。SD

Gs

の
十
七
の
目
標
の

中
の
十
一
番
目
に
、「
住
み
続

け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
が
あ

り
ま
す
。
豊
か
な
自
然
と
伝
統

文
化
は
、
未
来
の
子
供
た
ち
へ

の
宝
で
す
。

　

高
山
市
文
化
協
会
は
、
心
と

技
の
力
で
、
文
化
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
を
誓

い
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

一般社団法人 発行高山市文化協会
高山市昭和町1-188-1　高山市民文化会館内　Tel.0577-34-6550　Fax.0577-34-6877

文化情報番組「すばらしき文化の和」　HitsFM（76.5MHz）金曜午後１時30分より放送中
メール●mail@takayama-bunka.org　ホームページ●httpｓ://takayama-bunka.org
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（旧 Twitter）

江馬 修（えまなかし）明治22～昭和50

上京し田山花袋の門に入る。大正5年の長編『受
難者』がベストセラー。関東大震災を経て社会
主義に関心を持ちマルクス主義に傾倒。思想弾
圧により飛騨へ帰り、代表作となる長編『山の
民』を執筆する。戦後、再度上京し『本郷村善九
郎』などを発表。

小説家、思想家

/ 
飛
騨
の
文
豪
シ
リ
ー
ズ / 

（
一
社
）高
山
市
文
化
協
会
加
盟
団
体

文
化
協
会
後
援
催
事
案
内

ヤ
マ
ハ
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル

コ
サ
カ
楽
器
選
考
会

◇
日
時　

一
月
十
八
日
（
土
）
午

　

前
十
時
二
十
分
～

◇
会
場　

文
化
会
館 
小
ホ
ー
ル

　

午
前 

幼
児
、
B
部
門
／
午
後

　

A
、
B
、
C
部
門

◇
入
場
無
料

高
山
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
講
演
会

「
ご
家
庭
で
楽
し
む
子
ど
も
の
た

め
の
音
楽
」
講
師
：
青
島
広
志
氏

◇
日
時　

一
月
十
九
日
（
日
）
午

　

後
二
時
～

◇
会
場　

文
化
会
館 

小
ホ
ー
ル

◇
入
場
無
料

文化功労者を顕彰

高山市文化協会では、永年に亘り郷土の文化振興とその発展
に寄与された方を顕彰しています。本年は個人1名と1団体を1月
1日の新年市民互礼会にて表彰します。（敬称略・順不同）

永年に亘り、邦楽の指導と演
奏を通じて地域の文化振興
に大きく貢献されたその功績。

小
瀬
節
子

（
七
十
九
歳
）

生田流箏曲 瀬音会 会主

江
名
子

バ
ン
ド
リ

保
存
会

（
平
成
五
年
設
立
）

江戸時代から続く江名子バン
ドリの製作技術を継承するた
め活動されてきたその功績。

国指定重要無形民俗文化財

（一社）高山市文化協会  tel.0577-34-6550

●各種特典ございます。詳しくは、お問い合わせください。

個人 4,000円、団体 7,000円、賛助（企業） 12,000円

高山市文化協会賛助会員 文化協会の活動を支えていただいている法人等です。ご支援ありがとうございます。 

会員募集しています！

年会費

お申込み先

高山市文化協会は、芸術・学術の普及と向上に関する事業を実施し、会員の皆
様とともに地域の文化振興と発展に寄与することを目的として設立されている一
般社団法人です。ぜひご入会していただき、高山の文化を応援してください。

株式会社 伊千呂
株式会社 伊藤薬局
株式会社 岩佐鐵工所
打保法律事務所
株式会社 打保屋
エンジェルムーン クリスタルフィットネススタジオ・ズンバチーム
遠藤隆浩税理士事務所
株式会社 大垣共立銀行
柏木工 株式会社
株式会社 栗本生花店
有限会社 コサカ楽器
阪下法律事務所
山都印刷 株式会社
株式会社 三礼
株式会社 十六銀行 高山支店
株式会社 松華堂文具店
新興自動車 株式会社
崇教 眞光
株式会社 洲さき
株式会社 スズキ薬局
特定医療法人生仁会 須田病院
株式会社 駿河屋魚一
株式会社 瀬木油店
株式会社 第一産業高山本店

高山金融協会
株式会社 高山グリーンホテル
高山市商店街振興組合連合会
株式会社 高山市民時報社
高山信用金庫
高山米穀協業組合
高山祭屋台保存技術協同組合
田中勝彦税理士事務所
株式会社 たびの恵み
株式会社 中日AVシステム 飛騨営業所
中部電力パワーグリッド（株） 高山支社
株式会社 トーエネック 高山営業所
なべかま

株式会社 鍋島商店
二木酒造 株式会社
株式会社 二反田工務店
日進木工 株式会社
株式会社 丹生川観光
濃飛乗合自動車 株式会社
株式会社 挾土組
飛騨印刷 株式会社
飛騨会計事務所
飛騨建設 株式会社
飛騨産業 株式会社

ヒダシキ 株式会社
飛騨信用組合
斐太ネクスト 株式会社

（一社）飛騨・高山観光コンベンション協会
飛騨高山森林組合
株式会社 飛騨庭石
株式会社 ひだホテルプラザ
飛騨酪農農業協同組合
飛騨冷凍空調 株式会社
飛雄建設 株式会社
有限会社 平瀬酒造店
有限会社 フジ企画広告事務所
ブレーン企画 株式会社
平和メディク 株式会社

株式会社 ペガサスseiso
保険タイム 株式会社
前越路子税理士事務所
株式会社 丸進工機
丸仲建設 株式会社
有限会社 丸山建築
株式会社 みの谷
名鉄観光サービス 株式会社 高山営業所
有限会社 モーツァルト
有限会社 モンビル
有限会社 ゆはら染工
有限会社 脇陣

（50音順、敬称略）

高山市民文化会館 小ホール
午後1時開演ー午後8時2 23 日

入場無料（出入り自由）

冬
の
寒
さ
を
ぶ
っ
飛
ば
せ
！

飛
騨
地
域
の
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
が
一
堂
に
集
ま
り
、

雪
を
溶
か
す
よ
う
な
熱
い
演
奏
を
繰
り
広
げ
る
。

コ
タ
ツ
に
入
っ
て
ぬ
く
ぬ
く
す
る
の
も
良
い
け
ど
、

熱
い
演
奏
で
魂
か
ら
暖
め
よ
う
！

〈音フェス参加バンド〉

PJY
Kamloops
南風
遊鳥
Stereo symphony
あろえなじー
3 バース
Iris （アイリス）

そしゃ、
 やってみんか
　音フェス
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そしゃ、
 やってみんか
　音フェス

キッチンカーも
来るヨ！


